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5． JABEE認定校 の カ リキ ュ ラム と教育内容の特色

　　　　　　（2）崇城大学応用微生物工 学科のプロ グラム

赤松 隆

　崇城大学生物生命学部応用微生物工 学科は，1976 年，

中九州圏内の発酵業界の強 い 要請に応えるため，崇城大

学 （当時は熊本工 業大学）8 番 目の学科 として設立 され

た （図 1）．1982年に は，大学院修士課程応用微生物工 学

専攻が．つ い で 6 年後に は博士課程が 設置認可 された．

1995 年に は社会人や苦学生の た め に 夜間主 も開設 され

た，2002年 に生物工学および生物工 学関連分野で 日本技

術者教育認定機構の 試行 を，2004 年に認定を，2006 年

に中間検査 を，2009年に継続審査 を受けた，そ の応用微

生物工学科プ ロ グラ ム の特徴と継続審査で浮か び上がっ

て きた 問題点 に つ い て 話題提供す る，

　育成す る技術者像 　　工 学系 と生物系 の ハ イブリッ ド

分野 の 教 育を行い ，微生物を主体とした バ イオ テ ク ノ ロ

ジー技術者，と りわ け地域に根ざ した中堅バ イオ テ クノ

ロ ジー技術者を養成する．したが っ て ，実験を重視した く

さ び型 の カ リキ ュ ラム が教育プ ロ グラム の 特徴で あ る．

　学習 ・教育目標とそ の特徴　　学習 ・教育 目標は （A）

か ら （F）まで の 6項目であ り，日本技術者教育認定機構

の教育 目標 （a）か ら （h）の項 目との対応が わ か る よ う

に，また，大学設置基準の 教育目標で ある導入 ・教養 ・

専門基礎 ・專門教育目標 との 対応がわかる ように下線や

括弧書きを行い シ ラバ ス や HP 上に掲載 して い る．
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　入学生 の 受 け入れ方針，ア ドミッ シ ョ ン ・ポ リシ ーも

以下 の 内容で，冊子体として公開して い る．  地球の環

境と人間の健康に関心 が深 く，生命を尊重 す る技術を望

む人，  世界的な視野に 立 っ て，広 く海外 との コ ミュ ニ

ケ
ーシ ョ ン に興味を持つ 人，  自然科学に 興味を もち，

論理的な思考セ ン ス を持 っ た人，  産業界 に興味 を持ち，

自ら進んで時代 を切 り開 く意欲 を持 っ た人，  問題解決

に向けて 自由な発想ができる人，

　カ リキュ ラム ・ポリシ
ー　　地域に点在する あらゆ る

微生物を主体としたバ イオテクノ ロ ジー
分野 に対応す る

た め，応用微生物学，生物化学，食品生物科学，生物資

源環境工学，分子遺伝学，応用分子生物学の 6 分野を設

けた．これ ら分野の技術者に必要な知識 ・技術を修得さ

せ る た め，教育目標 （C ）（D）（E）に 関する科目の学習

時間に重きを置い た，数学 ・自然科学分野お よ び生物工

学専門分野 の 基礎は，教育目標 （G ＞の 科 目で学生に修

得させ ，基礎 分野 を徹底的 に 低学年 で 修得させ る，そ の

ために，教育 目標 （C） の 科 目は い 2年時に多 く，3 ・4

年時 で は そ の 量 は減少する，一
方 教育 目標 （D） の科

目で 専門の 応用分野を教育し，教育目標 （C）とは逆に

高学年 になる に従い 科 目数が増 える よ うに設定して い

る，こ の よ うに，くさび形教 育を特微の ひ と つ と して い

る，3 年時で の専門科目は選択科 目が多 く，学生個 人の

興味や進路 で選択で き，自学自習 の精神が培え る よ うに

設 定 し た．また バ イ オ テ ク ノ ロ ジ ーを実践的 に導入 し，

問題を解決す る 主体性を磨 くた め，机上 の学問だけ でな

く，教育目標 （E）を掲げた実験科 目を講義科 目と並行

し て 開講し て い る．こ の実験を重視 して い る こ とが，カ

リキ ュ ラ ム の もうひ とつ の特徴で ある．さらに，デザイ
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ン能力に 重き を置 い た総仕 ．ヒげの科 目として卒業研究 を

行 っ て い る，

　知識 や技術だ けの技術者 を育成する の ではな く，教養

を持ち，コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン 能力 （語学，情報処理力）

を有す る技術者を育成 す る ため に，教育 目標 （A ）分野

を設定して い る．外国語分野では，1〜3年時に渡 っ て科

目を開講 して い る，情報処理 に 関しては，入学者全員に

ノー
ト型パ ソ コ ン を持た せ ，1年時に情報処理基礎 （必

修科 目）で基礎編を教え，3 年時 に情報処理技術 （必修

科 目）とコ ン ピ ュ
ー

タ演習で応用編を教える．1〜3年の

間は，実験 ・講義の レ ポー トな どで 自学自習的に情報処

理の トレーニ ン グをさせ る （イン タ ーネ ッ ト上情報収集
一

般汎用 ソ フ トな ど）．情報処理力を鍛え る た め，パ ワ ー

ポイ ン トな ど に よる発表会を取 り入れ た実験科 目もあ

る．教養科 目は，各種選択科 目が 1〜3年時 に 設 けられて

お り，学生 の 興味によ り自由に選択でき る ように設定 し

て ある，

　地球環境お よび技術者倫理をテーマ とする教育 目標

（B）の科 目で，自分そ して周 りの人，さ らに は 自然 に対

す る優 しさや思 い や りな どの倫理面 を心身ともに鍛 える

設定を して い る．社会に巣立 つ 直前に，技術者倫理 （必

修科目）で技術者に必要な倫理を修得させ る．教育 目標

（F）に含まれる 自学 自習の 精神はすべ て の科目に共通し

て い るが，そ の考え方が学 べ る 関連科 目を教育 目標 （F）

の 分野に配 した．

　上述 した カ リキ ュ ラム の 展開 に よ り，自由 に科目選択

で き る だけでな く，どの教育目標 も必修科 目ある い は選

択必修科目を含ん で い る．これに よ り．卒業まで に 必ず

（A）〜（F）の 教育 目標が達成 で き る よ うデザイ ン さ れて い

るの が崇城大学応用微生物工 学科プロ グラム の最大の特

徴である．

学生支援

　オ リエ ン テ
ーシ ョ ン と阿蘇研修　　入学式終了後，保

護者に応用微生物工 学科 の簡単な説 明，た とえば　どの

ような教育目標 を持 っ た学科であ るのか 　どのような教

育を行 っ て い る の か，大学・教員は どの ような攴援 を行 っ

て い るのかな どを説明す る．保護者 か らも学生支援をし

て い ただ くため で ある．入学式 の 翌 日か ら，全学 と学科

の オ リエ ン テ ー
シ ョ ン が 2 日間行われ る．続 い て 1泊 2 日

の阿蘇研修 で，キ ャ ン パ ス ブ ッ クを資料に 1）学科 につ

い て，2）教育プ ロ グラム に つ い て，3）大学生活 に つ い

て な どを詳 し く説明する．こ の最初 の 導入部分 を徹底的

に懇切丁寧に 行うこ とに より，新入生は ス ム
ーズに大学

生活に入 り込ん で い る．阿蘇研修の 後は，新入生は互 い

に和み ，大学生活 へ の 意気込みがみなぎる よ う に な る

（図 2）．

図 2、阿蘇五 岳 を
一
望 で きる 阿蘇 研修 所

図3．授業で の 学生支援 の 仕組み

　授業などでの学生支援の仕組み　　「授業な どで の 学

生支援の仕組み」 を図 3 に示 した，学生 と教員の間には

6 つ の 学生支援シ ス テム があ る．すなわ ち授業ア ン ケート，

オ フ ィ ス ア ワー，講評，e −Learning，資格支援 個人面

談 （各学年担任）であ る．

  授業評価ア ン ケ
ー

ト ：専用 シ
ー

トを用 い て当該授業

　の 14項 目に対す る評価を学生が行 う．また，裏面 には

　授業に対す る コ メン ト・要望 または大学当局に対する

　施設などの要望を学生が記載する，授業ア ン ケ
ー

トは

　前期 ・後期授業で実施 し，教務課が こ の データ を集計

　後，各担当教員ま た は 大学当局 へ 結果を報告 し て 改善

　 に努め て い る．さら に FD 委員会は．授業ア ン ケ
ー

ト

　 の情報を今後の授業方法の改善な どに活か す と共に，

　専用 シー ト自体の改良も行 っ て い る，FD 委員会 で は，

　崇城大学版 「授業の や り方」 を作成 ・配布 し，授業 の

　改善に努め て い る．

  オ フ ィ ス ア ワ ー
；学科教員担当専門教科 と教養教科

　 の 2分野に分けて行 っ て い る．専門教科に関して は，教

　員 の オ フ ィ ス ア ワ
ー

の 時間と場所を各教室に掲示 し，

　授業 内容 ・勉 強 の や り方な どの質問に対応 し て い る．

　教養教科 に関 しては，学生攴援セ ン ター （図3中右）が
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　対応す る，学生支援セ ン タ
ー

では，各教科担当 （数学，

　英語，物理 な ど）の セ ン タ ー駐在時間 （オ フ ィ ス ア

　ワ
ー）を掲示 し，HP に も掲載 して い る．また，学生

　支援セ ン タ
ー

は，専門教科の オ フ ィ ス アワ
ー

時間割 も

　把握 してお り，専門教科の質問を受けた場合は担当教

　員の オ フ ィ ス ア ワーへ 行 くように指導して い る．同様

　に学科で も，教養教科の質問 は学生支援セ ン ター
へ 行

　くように 指導し，学科と学生支援セ ン タ
ー

が協力 して

　学習支援 を行 っ てい る．学生支援セ ン タ
ー

は学習支援

　だけ で な く，大学生活全般の 相談を受け付けて い る．

　こ の ため，総合教育教員 （学習），相談員 （単位取得，

　友人関係 悪徳商法な どさ まざまな問題），カ ウ ン セ

　ラ
ー

（心理面）が駐在 して い る．さらに，学生支援セ

　ン ターには健康支援セ ン ターもあ り，健康相談か ら体

　育施設の貸 し出しな どの支援も行 っ て い る．

  　講評 ：試験期間終了後す ぐに学科教員担当全教科に

　っ い て 行 っ て い る，各学年の 教室に講評 の 時間割を張

　 り出し開示 してい る．講評では，学生各 自の弱点な ど

　が発見で きるように全試験問題の解説を行い ，今後の

　勉強に活用 さ せ て い る．

  e−Learning ：学科の すべ て の講義室に は，液晶プ ロ

　ジ ェ クタ
ー

とラ ン ポ
ー

ト （有線また は無線）があ る，

　こ れ ら施設を利用 した授業が，応用微生物工 学科担当

　教科の半数で 行われて い る，すなわ ち，学生の興味を

　引き出す工 夫として，板書や講話だけでな く，液晶プ

　 ロ ジェ クタ
ー

で ビデオ （DVD ）や パ ワ
ー

ポイ ン ト （画

　像資料）の教材 を映 すことで，よ り実感で きる授業を

　行っ て い る，本学 HP ヒには，　 e−Learningの ペ ージが

　あり，WcbClass （自学自習用ソ フ ト）や NetAcademy2

　 （英語 自習ソ フ ト，TOEIG 対応）などがあ り，授業で

　使用す る教材は WebGlass 上 に掲載され て お り，学生は

　 それ らを用 い た予習復習がで きる．WebClass上で の 中

　間試験を行 っ て い る授業や，学生 の質問や レ ポ
ー 1・提

　 出に WebClassを用 い て い る授業 もある，全学的に は，

　 よ り積極的に PC を授業に導入する取り組みが，情報

　教育検 討委員会を中心 に進 め られ て い る，

  資格支援授業 ：学生支援 の
一

環 として資格支援 に取

　 り組んで きたが，以下に該当する資格の 具体例 を示す．

　所定の単位を取得する と，卒業 と同時に 中学教諭
一

種

　免許状 （理科） と高等学校教諭
一

種免許状 （理科）を

　 取得する こ とが で き る．また，応用微生物工 学科で は

　 公害防止管理者，バ イオ技術者，食生活ア ドバ イザー

　 などの資格支援を行 っ て い る．講義で 資格支援をする

　 とともに，願書の取 り寄せ，配布，取 りまとめ と
一
括

　 申請，受験料の 集金 と
一
括振込みな ど学生が資格を取

　 得しやすい 環境 をつ くっ て い る，バ イオ技術者と食生

　 活ア ドバ イザ ーは試験会場 も学科の講義室 を使用 し，

　旅費な どの負担 の な い ように配慮して い る．さらに食

　生活ア ドバ イザー検定試験は団体受験に して い るの で

　受験料な どに特典がある．危 険物取扱者の願書は本学

　教務課 が
一

括 して取 り寄せ して い る．ま た TOEIC 試

　験対策として本学教務課が TOEIC （IP）試験を行 う

　とともに TOEIG 対策講座を開い て い る．英語学力向

　上の た めに は本学総合教育がネ イテ ィ ブス ピー
カーに

　よる英語サ ロ ン を開い て い る．

  個人面談 ；本学でぽ 全学科全学年で 担任制を敷き

　学生指導にあた っ て い る．担任は，年に 1〜2回 の個人

　面談を行い，出席状況，単位取得，履修な どの 指導を

　行 っ て い る．また，学習や生活面 で の 相談 を受け対処

　して い る．さらに，成績や学生生活状況に関する書類

　を郵送 し保護者に伝えて指導を行うと共に，本学お よ

　び地区別後援会総会で保護者 と面談し要望を聞き改善

　に努めて い る．出席状況や単位取得状況の悪い 学生に

　対 して は，担任は個別 に面談 して指導し，全学的に は

　学生支援セ ン ター
によ る学生相談会で相談員 （総合教

　育教員，事務職）が指導を行 っ て い る．

　以上述べ た 6項 目の学生支援の取 り組みの他，キ ャ リ

ア教育而で は，授業の一貫 として工 場見学 を取り入れ，

実際の 現場を体験させて い る．就職課 と協力して，企業

イ ン ターン シ ッ プ に も積極的に参加する よ うに指導して

い る．学科の キ ャ リア ア ドバ イザーは 企業訪問で得た

就職情報を学生に 提供す ると共 に，学科は こ れ ら情報 を

社会の ニ
ー

ズ として捉 え，教 育 目標改善に活用 して い る．

社会 の ニ ーズに添 っ た教育改善の ため の 情報は，資格試

験，バ イオ人材育成の ア ン ケ ートや同窓会などか らも得

て い る．

　また，大学全体レ ベ ル で 月 に 1 回定期的 に，教務委員

会，そ の 下部専門委員会であ る FD 委員会 や情報教育検

討委員会な どを開催して い る．各委員会 は各学科の 教員

か ら構成されて お り，問題点などを各学科に持ち帰 っ て

学科で議論 した後，その 意見を委員会へ 提案し再審議し

て い る，教務委員会 で は，教務関係の こ と，FD 委員会で

は，主 に授業改善 （授業方法 の検討，FD 講演会な どに よ

る教員の 啓蒙 ・質的向上な ど）の 組織的 な取 り組み を

行 っ て い る．学科 レ ベ ル で は，学科内の 問題や大学全体

の 問題を学科会議で討議し，きめ細か く検討する場合は，

カ リキ ュ ラム検討委員会で討議し，教育 ・授業方法 の 改

善に努め て い る．

　 学生支援セ ン タ
ー

と健康支援セ ン タ
ー
　　学生支援 セ

ン ターは，1）授業 内容 の こと，2）学生生活 の こと，3）

履修の こ と，4）自分 の 将来 の こ と，5） セ ク シ ャ ル ハ ラ

ス メ ン トや ア カデミ ッ クハ ラ ス メ ン ト，6） トラブル な

どの 内容に，学生支援 セ ン タ
ー

待機教職 員21名が対応し
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て い る．相談時間，場所や電 話番号．FAX 番号，　 E −mail

ア ドレ ス も掲示 して い る．学生支援セ ン ター待機教職員

の名簿 曜 日と時間も学生支援セ ン ターに掲示して い る．

カ ウ ン セ ラーやセ ン ターで対応で きない 問題は専門家を

紹介す る体制を整え て い る，受付 に は受付票 を置き，氏

名，学科，学年，学籍番号，連絡先 相 談分類，問題分

類 処理別分類な ど細 か く対応 で き る ような シ ス テ ム に

な っ て い る．学生支援セ ン ターの 2008年度の相談件数

は，全学でおよそ 3000件あ っ た，それ らを学習 ・基礎学

力，学習 ・専門学力，履修 ・修学，進路 ・就職 学生生

活 対人関係，性格 心身健康，経済問題，セ クハ ラ問

題 ア カハ ラ問題，トラブ ル問題 そ の 他 の 13項 目に分

類し，詳細に解析 して い る．健康支援セ ン タ ーは学生の

健康支援を行い ，その 内容 は 1）健康相談 。部活動相談，

2） ス ポ
ー

ツ用具の貸 し出 し，3）体力診断，4）新聞の

発行，5）各種健康に関す る参考資料 の 掲示 ・展示，6）

崇城大学ス ポーツアカデ ミ ィ の活動支援からなる．1）に

関して は体育教官が交代で常駐 し，部活動所属部員中心

に毎 日4〜5名が来室 して い る．2008年 10月か ら2009年

3月の 間 の ス ポー
ツ用具の 貸し出しは，お よ そ 1500 件で

あ っ た、その他の項 目に関して 「2007年度崇城大学健康

支援調査」冊子発行，「2008年度遠歩会」参加学生 意識

調査 冊子発行，健康相談ポ ス ト設置，健康支援セ ン タ ー

発行新聞の掲示などの活動が挙げられ る．また 6）に 関

しては，崇城大学の持 つ ス ポ
ー

ツ の ノウハ ウを広 く地域

住民を含めて還元す る 目的で 開設された．

　就職支援　　就職に関する情報を大学の HP 上 に公開

し，電子化支援を行 っ てい る．崇城大学の トッ プ ペ ージ，

進路 ・就職 就職情報に 順次入 る と就職課の業務 在学

生の 皆さん へ ，就職状況，保護者の 皆様へ な ど多 くの 分

野 で そ の 内容をみる こ とが で きる．就職ガイダ ン ス な ど

で利用の仕方も学ぶ ことができ る，保護者に も後援会総

会お よび資料配布を行 い
t 周知 を図 っ て い る．また冊子

体 rPLACEMENT 　GUIDEJ を学生 に配布し，就職活動

の詳細な事柄を年次や月別 に記載 して い る．特に，過去

の 就職先を地区別 に 分類 し た資料は学生か ら好評で あ

り，利用度 は高 い ，学生 に よ っ て は，独 自に 企 業 に 勤 め

て い る先輩に連絡を取 り，情報収集して い る例 もあ る．

　 卒業研究発表会　　大学生活の 総決算ともい え る の は

卒業研究 で あ る，学生は 1 年半か けて 行 っ て きた 卒業研

究内容を個人発表あ る い はグル ープ発表の形式で 全員発

表する．3年生は，学会の時の よ うに 世話役に なる とと

もに，来年度 に 向 け て，発表の 理解 と雰囲気を体験す る，

教員全員が 必 ずひ とつ の パ ートの 座長に な り質問を行

う．また採点 も行い ，成績評価の
一

部分を担 う，残りの

教員は活発な質問 を行う，その後，全教員 が 集 ま り判定

会 を開 く．その 卒業研究発表風景を図 4に示す．

図 4．卒業研究発表風景

図5．応用 微生 物研究所

　卒業研究する場所は，応用微生物工学科 とともに，テ
ー

マ に よっ ては図 5で示 した関連施設である応用微生物研

究所で も行う．

　改善点　　応用微生物工 学科プ ロ グラム の
一

端を述べ

たが，継続審査 で浮かび上が っ て きた問題点に つ い て 最

後に述べ る，要約する と，「い ずれ も日常的に行 っ て い る

こ とを具体的に 目に見える形で示 す工夫が必要である．」

とい う こ とに尽 きる．

　た とえば，「総合教育」教員との連携が不足 して い る と

の 指摘があ っ た．崇城大学で は，教養教育を総合教育 と

名付けて い る．これ まで も総合教 育科目で あ る 「数学 の

阯界1 の中で 「確率 と統計」の講義支援を受 けて い る．

「コ ン ピ ュ
ー

タ演習」 で も 「確率と統計」分野 の講義を し

て もら っ て い る，それ ら支援が シ ラバ ス で 明確に見え る

ようにはな っ て い なか っ た．2010年度か らは，その よう

に 改編す る ．また，上記以外 の 科目に つ い て も，連携が

明確 に わ か る ように 改編す る，また，教員間連絡ネ ッ ト

ワ
ー

ク会議 も定例化し，教員間の コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン を

取 る と と もに情報交換す る，さ らに，在学生，卒 業生，

修 r生，企 業，保護者 な ど に 対 し て 行 っ て きた面談会 ・

懇談会 ・訪問 に際し，組織だ っ た アン ケ
ー

ト調査を毎年

行 い ，情報収集 した内容をま と め る よう に 改善す る こ と

に し た．
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